大阪府条例第　　　号

府費負担教職員の給与の支給等に関する事務に係る事務処理の特例
に関する条例の一部を改正する条例

府費負担教職員の給与の支給等に関する事務に係る事務処理の特例に関する条例（平成十二年大阪府条例第三十二号）の一部を次のように改正する。

　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。
附　則
	第三条　平成二十三年度における子ども手当の支給等に関する特別措置法（平成二十三年法律第百七号。以下この条において「法」という。）に基づく事務のうち、次に掲げる事務であって大阪市が設置する学校の職員に係るものは、大阪市が処理することとする。
一　法第十六条第一項又は第二項の規定によって読み替えられ、又は準用される法第六条第一項及び第三項の規定による受給資格及び子ども手当の額の認定に関する事務
　二・三　（略）

	改正後

	第三条　平成二十二年度等における子ども手当の支給に関する法律（平成二十二年法律第十九号。以下この条において「法」という。）に基づく事務のうち、次に掲げる事務であって大阪市が設置する学校の職員に係るものは、大阪市が処理することとする。
一　法第十六条第一項又は第二項の規定によって読み替えられ、又は準用される法第六条第一項及び第二項の規定による受給資格及び子ども手当の額の認定に関する事務
　二・三　（略）

	改正前


（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。
（経過措置）
２　改正後の府費負担教職員の給与の支給等に関する事務に係る事務処理の特例に関する条例第三条の規定は、平成二十三年十月分以後の月分の子ども手当に係る事務について適用し、同年九月分以前の月分の子ども手当に係る事務については、なお従前の例による。
